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                                姫路こころの事業団ニュースレター 

                                                         〒672－8023 

姫路市白浜町甲 740－106 

TEL. 0792-47-0250 

FAX. 0792-47-0255 

２００５年２・３月号 

    

  姫路こころの事業団は、引きこもり問題を大切に一人では解決不可能とあきらめていた諸問題を 

   関心のある方と知恵を出し合い、助け合いながら今という時を共に前向きに生きようとする会です。 

お一人でも多くのお力添えをお願いします。 

     

   悲 し い と き ・ 苦 し い と き 、 一 人 で 悩 ん で い な  

  い で 、 話 し て み ま せ ん か ? 同 じ 体 験 を し た も の  

  同 士 話 し 合 う こ と で 糸 口 が 見 つ か る か も し れ  

ま せ ん 。  
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シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム時時時時「「「「基調講演基調講演基調講演基調講演」」」」のののの要旨要旨要旨要旨レポートレポートレポートレポート    
                          12月 12日（日）：市民会館にて 

「姫路こころの事業団／サポートセンターＫＯＡＨ主催」 
 

基調講演「ひきこもるという名の情熱」 講師：芹沢俊介氏 

 
講師は「芹沢俊介氏」。同氏の子供が“ひきこもり”に罹り 如何にして治っていったか・・・ 

その、愛情溢れる対応・成功体験談だ。同氏は著作・講演等と活躍されている。 

 

同氏、今でこそ人前で喋っているが元来は内気だった由。子供が「登校拒否」に陥る。

当初家族の意見に従って無理に登校を続けさせたが・・このままでは治らないと判断。

そこで「学校に無理に・行かなくてもいい・辞めれば」と子供の立場に立って考え諭す。

その後、いろいろとあったが約 6ケ月ほどで何とか治癒したという。 

好転の兆しが見えたとき、子供が「コンビニ」に勤めたいと言いだした。同氏は子供

に対して、履歴書には「病状を隠すのではなく正直に提示する事」だと子供に示唆。 

“嘘・隠し事”は、それ自体がストレスの要因となる。正直であれば、気が楽になる。 

すると、はからずも“採用”となった。コンビニ店長曰く「正直な若者との印象を受

けた」という。これをきっかけにして社会に参画・治癒に向かっていった・・という。 

 

“ひきこもり”の捉え方：名詞的→動詞的との見方。固定的→流動的とみる。状態像であるとの捉え方。 

回復過程には往路→潜在期⇔帰路 があるのだが、一直線に好転に向かうのでは無く・ジグザグを繰返す。

この時期に親が意見等を言うと「本人の治癒しようとする力が奪われてしまい」振り出しに戻ってしまう。 

この時点での親の“力量”が問われる。即ち、親が力量を示して“腹を括り”→ 子供に任せてみる。この

任せる（待つ）期間は、親が決めるのではなく・・本人（当事者）が決める事なのだ。 

即ち、同氏は「子供はそのままで良い・親が変わる事だ」と説いている。 

 

 その、こころの病の状況を表し・感銘を受けた米映画（1998）として「モンタナの風に抱かれて：ロバート

Ｒ主演」を紹介していた。 

 ストーリー：乗馬中の事故により、体と心に深い傷を負った少女。愛馬も事故のショックから凶暴な暴れ馬

となってしまう。馬の薬殺をすすめられたが・・母親は「娘の未来が馬の運命と深く結びついている事を悟っ

た」。そこで馬を癒す能力を持つ伝説的な“人物”の元を訪れる・・・・ 

 この折に、その“人物”は、馬が回復に向かう（要する）期間は、「人間が決めるのではなく馬が決めるこ

とだ！」と言った。この言葉に、芹沢氏は感銘を受けたという。 

 つまり、前述の、「子供に任せてみる」→ ひきこもりが治る期間は、「親が決めるものではなく、当事者（本

人）が決める事なのだ！」と同じ事なのだという。 

 

自己間関係：治癒の途中での最後の難

関・・・ひきこもり当事者（本人）は自分

との葛藤、つまり敵は自分自身なのだ。  

親は「本人の力を信じて支える事」だと

いう。 

友達間の変化：本来の友達とは“安心”の

できる間柄だった。・・が、最近では“安心”から“配慮”の対象に変化していると指摘。 

  

フリーターについて：世間では否定的だが、同氏は寧ろ、ひきこもりの当事者にとっては好ましい事だと主張。

 

ＮＥＥＴについて：これは同氏の考えでは“状態像”に過ぎないという。“善”“悪”の 2 分法、即ち、帰属し

ている（善）か、否か（悪）・社会的に何かをしている（善）か、否か（悪）等で単純に判断してしまう。こ

ういった考え方／判断は問題だと主張していた。 

 

以上が「基調講演」の要旨。 その後「シンポジウム」に移る。最後に、再度「芹沢氏」による「質疑応答」

があり終了。 

                                       Ｇ７６（大住：記）
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◆◆◆◆シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム““““「「「「ひきこもるひきこもるひきこもるひきこもる」」」」というというというという名名名名のののの情熱情熱情熱情熱””””    

    日 時：２００４年１２月１２日（日） １３：３０～１６：３０ （受付１３:００～） 

    場 所：姫路市民会館３階中ホール 

     

参加者参加者参加者参加者ののののアンケートアンケートアンケートアンケートからからからから    

� ひきこもりを「社会参加のかたち」として肯定することが大事。視点を広く持ちたい。 

� 社会が一方的にひきこもりを悪として決めつける傾向を正していかなければならないと思う。 

� 最大の敵は本人自身であり、その苦しみは、見守っている家族以上のものがある。状況をしっかりみてサポー

トしていくことが大切。 

� 本人を信じて、その気持ちに任せたいと思う。のんびりとした気持ちを忘れず、待つ努力をしたい。 

� 往路・滞在期・帰路という考え方は抜け出ることのないトンネルに入り込んだような今の気持ちに希望を与え

てくれた。 

自分の根本的なことを問い直していかなければ、ということに気づかされた。 

 

◆ 第第第第７７７７回回回回    語語語語りりりり合合合合いませんかいませんかいませんかいませんか    

    講 師：山本心理療法室 室長  山本 正美 氏 

    日 時：２００５年１月１５日（土）１３：３０～１６：００ （受付１３:００～） 

    場 所：姫路市民会館４階 第六会議室 

    内 容：心と体のつながりについて考えてみましょう。 

 

「こころとからだのセルフコントロール」と題してたっぷり２時間掛けて講演をしていただきました。「ストレスに

ついて」正しい理解と自分の気づきについてとても分かりやすく説明してくださいました。また休憩を挟んで、自

律訓練法を実際に先生のご指導の下、体験しました。チェック表を使って自分のストレス度のチェックをしました。 

感想 

心の事業団の研修会には何度か参加させていただいていますが、この度の講演はとてもリラックスできました。

先生の声のトーンとペースに数分間でしたが、うとうとしてしまったように思います。 

起こってしまった過去は消せないし、不快だと感じる事実は避けられないからその事実に対する受け止め方を変

えればいいということを何度か聞いたことはありましたが、改めて再確認させられたように思います。いつも「こ

うでなければ」という概念が自分自身をイライラさせてしまうのを枠を取ってみようと思いつつ、なかなかできず

に悩みます。 

“幸せになれる人は、気分転換が上手くできる人”まさにその通りで、すぐにはできなくても心に思 

っていることが大事かな～と思いました。（H） 
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☆☆  注注注注注注注注意意意意意意意意!!!!!!!!!!!!!!!!        

        ２２２２２２２２月月月月月月月月かかかかかかかからららららららら事事事事事事事事務務務務務務務務所所所所所所所所開開開開開開開開設設設設設設設設日日日日日日日日がががががががが変変変変変変変変更更更更更更更更ににににににににななななななななりりりりりりりりままままままままししししししししたたたたたたたた。。。。。。。。        おおおおおおおお間間間間間間間間違違違違違違違違いいいいいいいいななななななななくくくくくくくく!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!                

                                

毎毎毎毎毎毎毎毎週週週週週週週週        月月月月月月月月・・・・・・・・水水水水水水水水・・・・・・・・金金金金金金金金                午午午午午午午午後後後後後後後後１１１１１１１１時時時時時時時時かかかかかかかからららららららら５５５５５５５５時時時時時時時時ままままままままでででででででででででででででですすすすすすすす。。。。。。。。        

        
                                月月月月月月月月曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日はははははははは、、、、、、、、会会会会会会会会員員員員員員員員のののののののの家家家家家家家家族族族族族族族族相相相相相相相相談談談談談談談談ををををををををおおおおおおおお受受受受受受受受けけけけけけけけししししししししまままままままますすすすすすすす。。。。。。。。        

                                                                        一一一一一一一一般般般般般般般般のののののののの方方方方方方方方はははははははは随随随随随随随随時時時時時時時時おおおおおおおお伺伺伺伺伺伺伺伺いいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたししししししししまままままままますすすすすすすす。。。。。。。。どどどどどどどどちちちちちちちちららららららららもももももももも予予予予予予予予約約約約約約約約ををををををををいいいいいいいいたたたたたたたただだだだだだだだけけけけけけけけたたたたたたたたらららららららら幸幸幸幸幸幸幸幸いいいいいいいいでででででででですすすすすすすす。。。。。。。。                        

 

☆☆  ククククククククリリリリリリリリススススススススママママママママスススススススス会会会会会会会会＆＆＆＆＆＆＆＆忘忘忘忘忘忘忘忘年年年年年年年年会会会会会会会会        

         日 時：２００４年 12月 19日（日）１７：３０～２０：００ 

    場 所：姫路こころの事業団事務所 

                                        総総勢勢  １１３３名名参参加加  一一品品持持ちちよよりりののたためめ思思いいががけけなないい手手料料理理ににあありりつつきき楽楽ししいい会会ににななりりままししたた。。  

          おお父父ささんんかかららののアアドドババイイススやや若若者者にに色色々々とと質質問問ししててわわがが子子のの状状況況をを理理解解ししよよううととししてて活活発発なな交交流流

会会ににななっったたとと思思いいまますす。。次次回回がが楽楽ししみみでですす。。どどななたたかか、、楽楽ししいい会会ををののごご提提案案ををよよろろししくく!!!!  

 

 ☆☆☆☆☆☆☆☆１１１１月月月月のののの月例会月例会月例会月例会 

ふくろうの会、活動が始まりました。居場所にもたくさんの方がこられています。 

 同じ悩みを持つ親同士、話し合いそれぞれに、親としてどう子どもに向き合えばいいのか？ 

 母親も私たちからまず、行動してみませんか？ 

 母親の会をどう進めていけばいいのか、ご提案、ご協力よろしくお願いします。 

☆ １１１１月月月月１９１９１９１９日日日日 ( ( ( (水水水水) ) ) ) 定例会定例会定例会定例会    

  参加者  ２名、スタッフ２名 

  次回の定例会のスケジュールと「ふくろうの会」の運営について。 

☆ １１１１月月月月２２２２3333 日日日日（（（（日日日日））））定例会定例会定例会定例会    

        参加者１０家族１１名の参加がありました。 

  １、役員選出  会長 ・ 書記 ・ 役員 ２名 選出されました。 

  ２、会員名簿作成について。 

    １) 名簿は当日参加者の中で希望者を聞き、その方たちだけの名簿を作り(８名)その方達だけ

に配布する 

    ２) 連絡事項は役員が分担して連絡させていただくことになりました。 

  ３、ふくろうの会参加費について。 

     会合時に必要なお茶代、コピー代として参加費を集める。 

      出席者から一回につき３００円集めることになりました。 

      見学者(会員外)は、一回５００円です。 

  ４、毎月第３月曜日 １０時から１６時(午前のみ、午後のみ、終日、OK) 

        第４日曜日 午後１時から４時まです。 

毎回テーマに沿って話しませんか。「テーマ」を募集します。例「会話がない」「昼夜逆転」「威圧感」等 
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        姫姫姫姫姫姫姫姫路路路路路路路路こここここここここここここここころろろろろろろろのののののののの事事事事事事事事業業業業業業業業団団団団団団団団ののののののののおおおおおおおお知知知知知知知知ららららららららせせせせせせせせ        

◆ 和歌山県田辺市和歌山県田辺市和歌山県田辺市和歌山県田辺市よりよりよりより保健師目良保健師目良保健師目良保健師目良    宣子宣子宣子宣子氏氏氏氏「「「「田辺市田辺市田辺市田辺市におけるひきこもりにおけるひきこもりにおけるひきこもりにおけるひきこもりネットワークネットワークネットワークネットワーク」」」」    

講演会講演会講演会講演会がががが姫路市姫路市姫路市姫路市保健保健保健保健所主催所主催所主催所主催、、、、姫路姫路姫路姫路こころのこころのこころのこころの事業団共催事業団共催事業団共催事業団共催でででで開催開催開催開催されますされますされますされます。。。。    

    日 時：２００５年３月１２日（土） １３：３０～１６：３０ （受付１３:００～） 

    場 所：姫路市保健所５階ホール 

    参加費：無料   

 問い合わせ先：姫路市保健所 TEL：０７９２－８９－１６３５ 
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◆◆◆◆ 事 務 所事 務 所事 務 所事 務 所 オープンオープンオープンオープン日日日日 （（（（毎 週 月毎 週 月毎 週 月毎 週 月 ････水水水水 ・・・・金金金金 のののの A.M１１１１１１１１：：：：００００００００～～～～P.M５５５５：：：：００００００００））））  

     月曜日がオープン日になりました。お間違えないよう!! 

◆ モデラートオープンモデラートオープンモデラートオープンモデラートオープン日日日日（（（（P.M１３１３１３１３：：：：００００００００～～～～P.M１１１１７７７７：：：：００００００００）））） 

         若者の集まりとしていますが、年齢制限はありませんので、気軽に遊びにきてください。 

       オープン日：2月９日、1８日   ３月９日、１８日 

 ◆ ふくろうのふくろうのふくろうのふくろうの会会会会オープンオープンオープンオープン日日日日（（（（P.M１３１３１３１３：：：：００００００００～～～～P.M１６１６１６１６：：：：００００００００））））    

   母の会をしています。同じ悩みを持つ親同士、愚痴を言ったり、楽しいおしゃべりをしましょう。 

     オープン日：2月２１日(月)、2７日(日)  ３月２１日(月)、２月 2７日(日) 

◆ 服部英男服部英男服部英男服部英男さんのさんのさんのさんの卓球教室卓球教室卓球教室卓球教室、、、、本本本本のののの読書交流会読書交流会読書交流会読書交流会    
     毎週木曜日  １８時３０分～    
◆ じゃがいものじゃがいものじゃがいものじゃがいもの種芋種芋種芋種芋のののの植植植植ええええ付付付付けけけけ  

2月１９日（土）a.m.１０：００から１１：００ 

外外外外外外外外部部部部部部部部ののののののののおおおおおおおお知知知知知知知知ららららららららせせせせせせせせ  

 ◆    第第第第２２２２回市民研修回市民研修回市民研修回市民研修会会会会    ～『「～『「～『「～『「うつうつうつうつ」」」」ってなあにってなあにってなあにってなあに????』』』』～～～～    

    講 師：藤原 豊氏（高岡病院副院長） 

    日 時：２００５年３月５日（土）１３：３０～    （受付１３:００～） 

    場 所：姫路市男女共同参画センター(イーグレひめじ) ３階 あいめっせホール 

    参加費：無料  

問い合わせ先：姫路市保健所 TEL：０７９２－８９－１６３５ 

    ◆◆◆◆第第第第４３４３４３４３回回回回    兵庫県精神保健福祉大会兵庫県精神保健福祉大会兵庫県精神保健福祉大会兵庫県精神保健福祉大会    

                日 時：2005年 2月 10日(木)１４：００～１６：００ 

場 所：兵庫県こころのセンター ３階大研修室 

講 演：「ひきこもる」という情熱  家族関係を考える 

講 師：評論家 芹沢 俊介 氏 

問い合わせ先：兵庫県立精神保健福祉センター内 電話 ０７８(２５２)４９８０ 

おおおお願願願願いいいい    

・・・・家族会員家族会員家族会員家族会員・・・・通信会員通信会員通信会員通信会員・・・・賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員のののの募集募集募集募集をしていますをしていますをしていますをしています。。。。    

・ ボランティアボランティアボランティアボランティア・・・・支援者支援者支援者支援者のののの募集募集募集募集をしていますをしていますをしていますをしています。。。。    

どんどんどんどんどんどんどんどん事事事事務所務所務所務所におにおにおにお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ、、、、見学見学見学見学、、、、遊遊遊遊びにびにびにびに来来来来てくださいてくださいてくださいてください。。。。    
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スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

２２２２月月月月    

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

  

事務所オープン 

1 2 

事務所オープン 

 

3 

 

4 

事務所オープン 

5 

6 7 

事務所オープン 

8 

 

9 

事務所オープン 

モデラート 

10 11 

 

 

12 

13 

 

14 

事務所オープン 

15 

 

16 

事務所オープン 

 

17 

 

18 

事務所オープン 

モデラート 

19 

20 

 

21 

事務所オープン

ふくろうの会 

22 

 

23 

事務所オープン 

24 

 

25 

事務所オープン 

26 

27 

ふくろうの会 

 

28 

事務所オープン 

 

 

 

   

 

 

 

 

３３３３月月月月 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

  1 2 

事務所オープン 

3 4 

事務所オープ 

 

5 

 

6 7 

事務所オープン 

 

8 ９ 

事務所オープン 

モデラート 

10 11 

事務所オープン 

 

12 
特別講演会特別講演会特別講演会特別講演会「「「「先先先先
進地区進地区進地区進地区にににに学学学学ぶぶぶぶ」」」」    

目良保健師目良保健師目良保健師目良保健師 

13 14 

事務所オープン 

 

15 

 

16 

事務所オープン 

 

17 

 

18 

事務所オープン 

モデラート 

19 
 

20 21 

事務所オープン 

ふくろうの会 

22 

 

23 

事務所オープン 

 

24 

 

25 

事務所オープン 

 

26 

27 

ふくろうの会 

 

28 

事務所オープン 

 

29 

 

30 

事務所オープン 

3１ 
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